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１．はじめに

◆津波防護施設や取水設備に対する津波の二次的な影響を評価するため，敷地及び敷地周辺において漂流物となる可

能性のある施設・設備等を調査しており，抽出された施設・設備等の一つに東海港の浚渫を行う作業台船※１（約44t）

（以下「作業台船」という。）がある。
※１：浚渫用作業台船は，海底面の土砂を除去するもので，台船を組み合わせた作業床上に，サンドポンプ，発電機，モータ，昇降装置等を設置したもので，

エンジンを有しない非自航船。

◆このため，作業台船が，津波襲来時に漂流物化しないよう，係留杭（鋼管杭）及び係留索（強化ロープ）による漂流防止

対策を計画している。一方，津波防護施設においては漂流物に対する設計上の考慮を行うとともに，取水設備の機能に

影響ないことを確認している。

◆しかし，作業台船の漂流によるリスクを低減する観点から，津波襲来時に緊急退避の実効性が確認されたエンジンを

有する浚渫船（グラブ付自航式運搬船※２）に変更することにより，発電所の安全性を高めることとする。

※２：専用水中ポンプを装備し，海底面の土砂を採取する専用船。なお，東海港においても操業実績あり。

◆これに伴い，作業用台船を津波の二次的な影響における漂流物となる可能性のある施設・設備等の対象外とする。

◆次葉に変更前の作業台船及び漂流物化対策の概要を示すとともに，変更後のグラブ式自航式運搬船の緊急退避の実

効性を示す。
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２．浚渫用作業台船及び漂流物化防止対策の概要

外形寸法 缶体本体

長さ 5.51m 5.28m

幅 2.67m 2.44m

高さ 1.34m 1.22m

材質 鋼材

重量 3.0t

【表１ 台船基本仕様】

【図１ 台船構造概要】
【図２ 浚渫用作業台船構造イメージ】
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係留索１
（繊維ロープ）（75mm）

318.0ft 357.1ft OK

係留索２
（ワイヤロープ）（75mm）

318.0ft 346ft OK

津波流速：7m／s時の
既往評価結果 発生荷重

短期許容
応力度 判定

係留杭（鋼管杭）
（φ1200mmt，22mm）

125N/mm2 277N/mm2 OK

（津波襲来時）

【図３ 漂流防止対策概要】

【表３ 係留索の評価結果）

【表２ 係留杭の評価結果】
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◆作業台船は，長さ5.51m×幅2.67mの台船を９台連結させた作業床の中央にサンドポンプ，発電機，モータ，昇降装置等

を設置し，サンドポンプにより海底の土砂を吸引除去するものである。

Ｗ Ｗ

ＷＷ
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◆作業台船は，係留杭（鋼管杭）及び係留索（強化ロープ）により係留することにより，漂流物化することを防止する対策を

計画していた。
※：ウインチ及び接続ロープは移動用

【写真１ 係留索による類似例】 【図４ 津波襲来時の漂流防止イメージ】 2



３．グラブ付自航式運搬船（ガット船）の緊急退避の実効性

海底等深コンター図

◆グラグ付自航式運搬船（ガット船）の津波襲来時の緊急退避の実効性について，船会社による実績等に基づき評価した

結果，安全海域（水深30m）までの退避に要する時間は地震発生後約26分（津波警報等受信後23分）であり，緊急退避

の実効性を確認した（今後，東海港入港時には，その都度，緊急退避訓練を実施）。
１．緊急退避に係る主な作業行程

①津波警報等受信【地震発生後3分】

②エンジン始動、人員配置 等【5分】（エンジン停止状態を仮定）

③係留索解らん（錨，海中設置アンカー，係留索）／干渉物回避（グラブ回収等）【5分】

④緊急退避（港口⇒水深20m海域⇒水深30m海域）【13分】

２．緊急退避フロー（水深30mの海域までの緊急退避に要する時間）

－30m
－20m

約3.3㎞
約2.3㎞

-20m-10m -25m

-30m

※陸域及び海域のコンター線は5m間隔で表示

＊港口到達後は航行速力12ノット（370m／分）

で航行（東海港実績船仕様）

浚渫作業状況 航行状況
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参考 津波の二次的な影響評価に係る漂流物の調査実績
（浚渫用作業台船の選定）

第504回審査会合
資料1-1-2再掲
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